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研究成果の概要（和文）：　本研究である非「格子状」集落の住居構成群を探求するため、考古学調査による年
代考察並びに「地籍測量図」「地籍図調査資料」の地理学的手法を用い、先行文献と現地調査で確認する作業を
行った。並行して、近世「格子状」集落に関する考察を学際シンポジュウムとして開催した。一方では南西諸島
全域に視野を広げ、集落形態とその構成原理を説明する研究も行った。結果を論文「南西諸島・喜界島における
村落の地形的立地と空間構成の特徴」として発表した。また宮古島狩俣集落において継続的考古学調査が進めら
れた。その結果は住民説明会で「狩俣集落における考古学調査」として報告した。

研究成果の概要（英文）：In order to explore the residential structure of this non-"latticework" 
settlement, we used archaeological dating and geographical methods such as cadastral survey maps and
 cadastral survey data, and confirmed them with previous literature and field surveys. In parallel, 
we held an interdisciplinary symposium on early modern "latticework" settlements. On the other hand,
 we expanded our view to the entire Nansei Islands and conducted research to explain settlement 
patterns and their constitutive principles. The results were presented in a paper entitled “The 
Characteristics of Typographical Location and Spatial Composition on Villages in The Kikaijima 
Island, Nansei Islands” Continuous archaeological research was also conducted in the village of 
Karimata, Miyakojima Island . The results were reported at a community meeting as “Archaeological 
Survey in Karimata Village”.

研究分野： 建築計画及び都市計画関連

キーワード： 非格子状空間配置　沖縄先島諸島　集落携帯空間変容過程　中世相当期・近世近代期　伝統的祭祀施設
　囲壁集落　地籍図調査　考古学発掘調査

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
 本研究では、近世以降に成立した街路による方形の石積み囲いで構成される集落を「格子状」空間配置、その
他の不井然形態の集落を非「格子状」空間配置として捉えた。そのために考古学や地理学研究者らと学際研究を
行った。「グスク時代から近世期における集落形態の構造的変遷」を実証的明らかにすると共に「御嶽の発生的
意味やその変容過程から見た祭祀場所の本質」を探究した。
 その結果は「元島・古島（集落発祥の地）：非「格子状」空間配置」と「近世計画集落：「格子状」空間配
置」のと空間的関係解明に結びついた。さらに村落空間における聖域を核とした地域文化再創生の根拠をも提示
した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 

沖縄の集落形態の分類は過去に仲松弥秀と高橋誠一によって試みられた。仲松は自然発 

達型の「不井然型」形態と、街路区画が井然と区画されたものを「ゴバン型」形態とに、二

大別し、前者から後者へ変遷するとした。また高橋は集落内に道路が見られず、不定形な屋

敷群が隣接する区画と細胞状に繋がっている形態を「非格子状」集落と捉えた。本研究では、

近世以降に見られるような街路による方形の石積み囲いで構成される集落を「格子状」空間

配置、その他の不井然形態の集落を非「格子状」空間配置として捉えた。 

浦山らは沖縄の集落・住居空間について研究を進めてきた。研究の深まりから近年「近世

計画村落の成立・発展過程と祭祀施設・抱護林の関係」や「‘格子状’集落の立地と構造」

さらに「近世村落の村立て手法と空間構成」の課題を取り上げた。集落空間における非「格

子状」形態の問題は沖縄集落研究者に残された重要なテーマである。沖縄では格子状(規則

性)と非格子状(不規則性)の集落数は、ほぼ同数である。ところで考古学の分野では非格子

状集落の問題は「古琉球・グスク時代」の集落事例として取り上げられる。しかし、近世「格

子状」集落内部にも非「格子状」構造が読み取れる。今後は、不規則的宅地割集落や御嶽を

含めた元島遺構を含めた村落確認調査が必要である。この研究は「グスク時代（中世相当期）

から近世期における集落形態の構造的変遷を明らかにする」と共に「御嶽の根源的意味やそ

の変容過程から見た祭祀空間場所の本質」を探究し、聖域空間を核とした地域文化再創生の

根拠をも提供する。 

 前回の科研研究において、宮古島北部地域に中世相当期(グスク時代)から連綿と続く非

「格子状」形態の区画や村周囲の囲い石積みと石門が存在した狩俣集落の村落全域調査を

行った。また隣村・西原集落も明治７年（1874）に池間島からの分村で成立した近世末期の

集落でありながら、不規則的宅地割の集落であると理解した。 

 今回の研究課題の設定は、宮古島の中世相当期に成立し場所移動のない「狩俣」集落と琉

球処分後に村移動 (分村)で成立した「西原」集落のいずれもが非「格子状」である事への

素朴な疑問でもある。 

 
２．研究の目的 

本研究において研究対象を非「格子状」集落と措定したのは、沖縄の近世計画村落の成立

である「格子状」集落に対する対概念と捉えたからである。それにより「格子状」以外の諸

形態を包括的に観察する視座が得られると考えた。特に集中的な地域として、先島諸島・宮

古島を取り上げる。宮古島市・狩俣集落においては、中世相当期から同一場所における持続

的な事例として、祭祀施設群と集落内遺構並びに集落石積み囲いを考古学調査すると共に、

屋号・ムトゥ所属構成員・本家―分家・集落内住居移動等の社会学的調査を行い、集落の段

階的形成過程を明らかにする。また宮古島市・西原集落においては、部落の成立年代(明治 

7 年)が新しいため集落移動の断片的記憶が残されており、成立期の集落復元と御嶽の計画

的配置原理を解読する。この特色ある２集落に加えて、宮古島市・池間集落や伊良部島も視

野に加える。 

①中世期から現代までの集落形成を考慮した「琉球の集落空間形成過程モデル」の提案：  

沖縄の低島型集落の地形・地質条件である隆起石灰岩地帯における海岸段丘の発達過程に

着目して、丘陵から平地へと発展した狩俣村落にモデル事例を求める。それと共に狩俣集落

では中断されている祭祀儀礼の場所と施設群の考古学調査を含めた精密な測量図や施設復



元図を作成する。 

 ②近世末期に創設された非「格子状」集落の空間構成と集落移動の場所的原則：西原集落

を事例とする。その前提として、明治期の集落(村民)移動の動態を知る目的で、 親村(移動

元)である池間島の集落空間構成調査から住居移動に伴う移動法則を抽出する。   

 ③単一島内の中世・近世期における廃村集落遺跡の調査と土地所有から見た住居移動： 

池間集落では、4 ムトゥ（祭祀集団）構成員の組織構造を読み解き、「どの集団が・どこに

住み・どのように移動したか」という聞き取り調査を行う。また池間島の廃村遺跡(上原遺

跡：旧池間村)の生業・住居を含めた生活空間像も明らかにしたい。 

 ④八重山諸島の近世計画村落内における非「格子状」空間配置の事例調査と分析：先行研

究(小野正敏：1999)や発掘調査(沖縄県教育委員会：1991)等に学びながら、沖縄県立公文書

館や石垣市市史編纂室・竹富町役場で収集(約 2,000 枚)した全村の格子状集落内における 

非「格子状」形態の宅地割部分の形態と位置の再確認を行い、集落の歴史的重層性を含めた

近世計画村落形成の問題を再度、検討する。 
 
３．研究の方法 

①中世期から現代までの「非格子状と格子状配置が混在する」集落を考慮した「集落空間

配置形成過程モデル」の提案のために「狩俣集落」を対象とし、次の方法で行う。狩俣集落

は村の発祥が 14 世紀に遡るとされる。狩俣部落には山籠もりを伴う秘祭「ウヤガン(祖神)

祭祀」があった。祭祀は 20 年前に中断したままである。祭祀集団である司(神女)達の不在

や老齢化、施設の老朽化・価値観の変化等で現状では衰退しつつある。ⓐ『鎌倉芳太郎資料

編第二巻』収録の「ノート 18 ＭＩＹＡＫＯ Kazumata 」の記録スケッチの解読とその建築

的復元考察 ⓑ集落を取り巻く、三か所の石門を持つ村域石積み囲い（障壁）の考古学的遺

構基礎調査 Ⓒ集落背後の尾根山頂にある「ピシンツ(千瀬道)」の祭祀施設群の分布状況確

認調査 ⓓ住居域内の氏名分布による社会学的調査と分析。ⓔ旧・根井間村域内に残る祭祀

施設群「ムトゥ」を中心とする祭祀儀礼区域は非「格子状」宅地割構成であり、区画石積み

や石垣も含めた施設配置図と建築測量を行う。ⓕその上で遺物集中域を発掘し、遺構の有無

と 過去の土地利用の変遷や年代を確認する。ⓖ狩俣の聖域への出入り口「北の石門」と村

囲い石積み遺構の考古学的調査を行う。北側土塁の内面を確認し、築造方法を観察すると共

に内蔵された遺物により築造年代を検討し、城郭集落の石門を含んだ障壁の全体像を提示

する。 

②近世末期に創設された非「格子状」集落の空間構成と集落移動の場所的原則を求めるた

めに、「西原集落」を対象として次の方法を取る。西原集落は現在も「ウハルズ (大主：ナ

ナムイ)信仰」が健在であり、村々で宮古節(ミャク―ヅツ)行事が続いている。ⓐ集落形成

基本調査と空間構造分析；創設期(明治 7 年)の村の様子を考察するため、池間・佐良浜よ

り移動した計 88 戸の居住域と屋号を特定する。次に昭和 20 年頃(1945)の住宅地図等か

ら、「本家―分家関係」「同一村落内における住居移動の実態」調査を行い地図化する。その

後の集落展開について昭和 49 年 (1974)資料及び現在の地籍図より追跡する。 

ⓑ村落成立と御嶽の計画的場所選定原理についても、村落成立原理の一環として調査する。  

創設期(明治 7 年)の居住分布図資料確認のため「在沖西辺郷友会」・西原自治会と共同作業

を行い、入居移動の実態と法則をまとめる。 

③単一島内の中世・近世期における廃村集落遺跡の調査と土地所有から見た住居移動を

探求するために、宮古島市「池間島」を取り上げる。 



旧池間村より分村した前里村（現・池間集落)の現存する集落形態には非「格子状」街

路が多く窺える。本研究を進めるうえで重要な集落と位置付けて、先ず全域悉皆調査を行

う。ⓐ近世末期まで番所のある主村・池間村は 現在、廃村・上原遺跡となっている。し

かし大正期まで一部の人が住んでいたとの証言や 明治期に池間村から前里村に住居を移

動した状況が把握可能とされる。また、明治期の地籍図から所有者と土地利用の状態も追

跡できる。 

④八重山諸島の近世計画村落（格子状）内における非「格子状」空間配置地区の事例調査

と分析について竹富町全域を対象にデーター収集と整理・リスト化を行う。 

竹富町全域の「土地整理事業期の地籍測量図 (明治 35 年頃)」の約 800 枚に及ぶ地籍図

資料の繋ぎ合わせによって、格子状集落内における不規則的宅地割(非格子状)の再確認・分

析調査を行う。ⓐ竹富島の近世・玻座真村にその痕跡が見出せるように、現地確認作業によ

る見直しを行う。この作業の全貌から、近世「格子状」集落の研究に再修正を求める。 
 
４．研究成果 

 本科研は当初 3年計画を予定していたが、コロナ蔓延や琉球諸島における渡航自粛・離島

への渡航禁止措置により、研究期間が 5年間と延長された。延期措置や実行不可能な場合も

多くあった。したがって予定していた研究計画や研究方法、並びに調査対象地域の変更をせ

ざるを得ない現実があった。それを補完するために、研究分担者（鎌田・山元）の各自の科

研研究テーマ（基盤 B,C）との合同調査・合同研究会の開催を実行し、共同認識と研究課題

の同一的問題の共有化を図った。 

 ①『「抱護」と沖縄の村落空間―伝統的地理思想の環境景観学―』の発刊：2019 年 2月に

鎌田・山元・浦山編著の p388 の書籍が風響社から出版された。この本は研究結果公開促進

事業費の助成を受け、2018 年に出版に向けての内容チェックに時間を要した。「抱護」なる

用語は地形・森林を利用した環境改善の思想・技術であり、18 世紀の琉球王朝の政治家・

蔡温によって導入・国土全域に普及した。それは風水思想に基づき、近世琉球の格子状集落

の環境や景観を形成してきた。 

 ②宮古島「狩俣集落」における考古学的遺構発掘調査：中世相当期から同一場所で、継続・

持続的に発展した、3か所の門を有する囲壁集落の成立年代を推定するための測量調査と発

掘調査を自治会の許可を得て行った。⒜2018 年 5 月に集落南東部の土塁の実測調査を行っ

た。調査概報は『東南アジア考古学』36号に発表した。同年 12 月に同箇所の部分断面発掘

調査を実施した。それにより、「この土塁の成立は、近代期に現在みられる状態になったと

判断されよう。⒝2019 年 4 月に集落内祭祀施設「ザー屋」の土間祭壇部調査に伴う家屋実

測と発掘調査を行った。その結果は、「13～16 世紀前半に位置づけられる青磁、土器は検出

された一方で、17～18 世紀後半以降の沖縄産陶器は見られなかった。これらの年代から、

ザーが機能し始めた時期は 16世紀前半～18世紀後半のいずれかの時点（近世琉球早期～中

期）と考えられる。研究分担者・石井龍太は『沖縄文化研究』50巻（2023）に「「ザー」の

発掘調査にみる宮古島狩俣集落と祭祀の展開」を発表した。⒞2019 年 12 月に「北の石門（ト

ゥユーピトゥイ）」の石屋根部崩落による現状確認実測調査を行った。それによると、「石門

の左右柱のうち、南側の柱となる石積みはほとんど無傷の状態であることが確認された。ま

た周辺には遺物が散布しており、15 世紀にさかのぼる中国産青磁も」確認された。⒟その

後、2020・2021 年度の 2年間はコロナ禍で活動を中止した。2023 年 2 月 1日に、石井龍太

が「狩俣における考古学調査」報告と今後の調査内容についての自治会主催の住民説明会を



開催した。それにより、次年度からの考古学調査の再開が確認された。 

 ➂研究の主題である「集落形態における非「格子状」空間配置」の参考事例として、近世

期に薩摩藩に統治された奄美諸島に残された伝統的集落を調査することで、集落構成原理

の古層を探った。特に喜界島・阿伝集落の景観には、琉球の「シマ」空間を見る思いがあっ

た。事前に浦山・鎌田が奄美大島・加計呂麻島・喜界島の予備調査を行い、その上で 2018

年に研究者チーム全員による喜界島・奄美大島の踏査を実施した。さらに 2019 年には鎌田・

浦山が沖永良部島の集落調査を行った。この調査・分析の一部は、喜界島の 33集落を網羅

した「南西諸島・喜界島における村落の地形的立地と空間構成の特徴―第二次世界大戦前後

の村落空間の復元を通じて―」が日本建築学会論文報告書に 2022 年 1 月に掲載された。こ

の論文の遂行は 2020 年・2021 に検討を重ねた。 

④第 3回科研学際シンポジュウム「近世琉球における格子状集落の成立をめぐって」の開

催とそこに至る考察プロセス：⒜旧集落「古島（フルジマ）・元島（モトジマ）」の実態解明

のため、研究分担者・山元が具体的な旧集落の範囲を想定し、地図を作成「可視化」した。

それを基礎資料として現地調査を重ね、それらの旧集落の立地条件や構造を分析した。対象

集落は沖縄本島うるま市「勝連南風原集落（旧南風原村）」である。2018 年に山元・鎌田・

浦山が「元島」の現地確認調査を実施した。その後、山元が 2021.12～2022.1 にかけて綿密

な現地調査に基づく報告を行った。旧集落の形態は一般に非「格子状」配置の十数戸単位の

住居群が 5～6箇所から成る。報告によれば、南風原古島遺跡に点在する旧集落の住居とそ

の所有敷地を意味すると解釈される「墓地+周囲の山林」地筆ユニットは、その面積は一定

であり、これらの地筆ユニットが横（等高線）方向に並んでいるのではないかとの想定も見

出された。⒝次に、旧集落「古島・元島」から現集落への移動秩序の解明並びに「格子」状

集落の成立要因とその後の変容について論及が成された。山元は 2022 年初頭に草稿を研究

チームに提案し・検討を求めた。草稿「南西諸島の「格子」状集落の成立をめぐる試論―南

西諸島村落調査の深化をめざして―」である。論考は㋑南西諸島の自然的条件と 1730 年代

という時代背景㋺「格子」状集落がみせる自然的・社会的条件への対応㋩「格子」状集落プ

ランの限界㋥今後「格子」集落研究に期待される視点であった。研究チームはその論考を南

西諸島における集落研究の方向付けを決める重要な視点と受け止め、学際シンポジュウム

の開催を決定した。㋭ 2022 年 2 月に研究会（富山）で山元・鎌田・浦山が検討した。5月

に沖縄で、山元論考をテーマとした意見交換会を山本正昭氏・山田浩世氏・高良倉吉氏を招

いて行った。9月に沖縄にて再度、山元論考をテーマとした意見交換会に金城善氏を招いて

行った。㋬2022 年 11 月 13 日に、沖縄県立博物館・美術館の大ホールにて、第 3 回学際シ

ンポジュウム「近世琉球における格子状集落の成立をめぐって」を開催した。講演者は山元

貴継。山本は考古学の立場から、山田は近世琉球歴史学の立場から、金城は民俗学と地域誌

の視点からコメントを行った。総括として琉球歴史家・高良倉吉氏が全体像を俯瞰し、集落

研究の新たな方法論と手法が今回、提案された意義にふれた。また、集落研究の斎木祟人氏

は、建築や住居学では取り上げにくい問題を深く掘り下げ、地形・地質と水質に着目した研

究の重要性が立証されたさたとコメントした。 
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